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生体の 意悪臟 働 の研 究にお い ては ， 衝動陸とセル フコ ン

トロ
ールの選択を検討する領域に加え，「こ れまで継続して き

た彳働 を続け るのか，やめ るのか」 とい う選択を検討する領域

が俘在する。後者の領域にお いて ， 継続 してい る行動を中断す

る方が 合理的で あるに もかかわらず，続行して しまうこ とをサ

ン クコ ス ト効果 と呼醜

　Navam ）＆ FaTitino（2005）はハ トを対象として，サンクコ ス

ト効果に刺激変化の有無がどの よ うな影響を及ぼすか検討し

た。 実験では，反応キ
ー

とリセッ トキーを設置し，反応キーに

値の 異な る複数の FR ス ケジ ュ
ール をラン ダムに適用した。また，

実験条件 と して反 応数に応 じて反 応キー
の 色が変化する，刺激

変化あり条件と，反応キ
ー

の色が変化しない ．刺激変化なし条

件が設定され た。その 糸課 ，朿1嫐変化な し条件で は ス ケジ ュ
ー

ル値に関係なくキ
ー
押 し反応の持続率が高く，サン クコ ス ト効

果が示され たが，刺激変化あり条件で は キ
ー
押 し反［芯の 持続率

は低か っ た．また，ヒ トを Sr橡 と した 同様の 研究に おい て も，

そ磯 果は樋 してい た 曲   ＆ Fantin。，2007） 。

　本実験で はサ ン クコ ス ト効果 に影響 を及 ぼす変数 と して，ス

ケジ ュ
ール完遂隆の 強化率と強化量とい う2つ の変数を取 り．．ヒ

げ 上 述の 実験を参 考に して FRス ケジ ュ
ール の 強化随伴性を不

確実 （50％強化）に した場合と，強化量が反応数に比例して増

加 した場合に，サ ン クコ ス トの 効果が示されるか否 か調べ た。

　　　　　　　　　　　　方法

実験参加者　大学生 30名 （男性 15名，女性 15名， 平均年齢

22歳）を実験参加者と し，確実得点固定群 1  名，不確実得点

固定群 le名， 不確喫得点変動群10名に振り分けた 。

装置　ノ
ー

トパ ソ コ ンに刺激を提示し，
マ ウス を反応装置と し

て使用 した 。

手続き　繭 左 側に反応ボ タン を，画面右｛期に リセ ッ トボタン

を設置した。反応ボタンには混合 FRIO　FR40　FR80　FR160 ス

ケ ジュ
ール をラ ンダム に適用 した。提示された FR ス ケジュ

ー

ルを完遂する と得点が得られ 次の試行が 開始した。また，反

応の 途中で 右側の リセ ッ トボタン を押すと現在の 試行が終了

し，次の試f予b欄 始 した。各試行の 間に は，2 秒の m を挿入

した。実験は 80試行実施 し，各コ ン ポーネ ン トの 出現頻度は，
FRIO が 40 回 （5（y％），　 FR4｛）が 20匝1（25％），　FR80 と FRI60

は 10回 （12．5°
／。）であっ た。

確実得点固定群 各ス ケ ジュ
ール を完遂する と，必ず 10 点が

獲得で きた。

不確実得点固定群 獲得でき る得点は 10 点で．かつ．反応完

遂 後に得 点を獲 得で き る確率が 80
．
試行中 40試行 （50％）であ

っ た 。

不確実得点変動群　スケジュ
ー
ル値と糊値の得点を獲得で き

たが （FRIO→ 且0 点，　 FR40→ 鱒 点，　 FR80→ 80点，　FRi60→ 量60

点），得点を獲得でき る確率は，40試行 （50％）であ っ た。

　　　　　　　　　　 結果と考察

　図 1に各群の実験参加者の，各スケジュ
ール の平均反応持続

率 （全実験参加者が，提示され た各スケ ジュ
ールを完遂 した割

合の平均値）を示 した。
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　すべ ての群が FR10ではスケジュ
ール を完遂 してい たが，そ

の 他の ス ケ ジュ
ール値では完遂率は群に よっ て異なっ てい た。

不確実得点固定群は FR40 以降のスケ ジュ
ー
ル完遂率が最も低

く，実験時に反応を持続せず，リセ ッ トキーを多用 してい たこ

とが 推察される。

一
方，不確実得，黥 よFR40 以降のス ケ

ジュ
ール完遂率が 最も高く，サン クコ ス ト効果力顎 著に示され

た。

　本実験から，サ ン クコ ス ト効果 に は，刺激変化 の 有無

（Navarro＆ Failtino，2007） とい う要困に加えて，その 他の 選択

行動と岡様に，随伴糸課 の 不確実性や強化釁の 多寡 とい っ た要

因も影響を及ぼす可能挫が示された。今後，こ れら諸要困の さ

らな る検討が期待され る。
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